
令和7年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧

令和7年9月●日現在

学
部
生

院
生

専攻
指定

地域
指定

その他条件

11
読売育英奨学会　大阪事務
局

月額
Aコース：8万円
Bコース：7万円
Cコース：5万6千円
Dコース：3万5千円
（最短修業年限）

別途給与、特別奨学金
の支給あり

○

●近畿地方の大学に在学中で、卒業まで18か月以上あり、
　心身ともに健康で学校卒業までやり遂げる意欲のある者
●2025年4月1日時点で満18歳以上35歳程度までの者
●読売新聞販売店（YC）に勤務できる者

※応募にあたり説明会の参加必須
※原則、原付免許が必要になります。

―

【応募書類】
奨学会HPから資料請求

【提出先】
奨学会に直接郵送

定員に達し次
第

〈説明会日
程〉
7月26日
（土）
9月20日
（土）
11月15日
（土）

17 ジェイリース奨学財団 年額 60万円 ○
●大学並びに大学院生であり、身体障害者手帳（視覚障害1～6級）
が交付されている、または視覚に障害があることを証明する医師の
診断書が提出可能な者。

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
下記のいずれか
・財団HPから申請
・財団に直接郵送

9月19日
（金）
消印有効

22
JEES・アイ・システム女性
デジタル人材育成奨学金

個別案内(※) ○
情報処理
及び関連分
野

日本国籍を有する、又は日本への永住を許可され、令和7年4月に博
士前期（修士）課程に正規生として在籍する者のうち、情報処理及
びその関連分野を専攻している者。

※運営財団の意向により、詳細な条件は個別にお伝えしますので、
該当者は学生支援係まで原則メールでお問い合わせください。
（メールでのお問い合わせの際は、件名を「JEES・アイ・システム
女性デジタル人材育成奨学金の応募について」とし、学籍番号・氏
名を明記してください。）

個別案内(※) 個別案内(※) 9月2日（火）

23 BIKEN谷口奨学生
月額80.000円
2026年4月から最短修業
期間まで

○
微生物病等
に関する研
究

2026年4月1日時点で、大学院博士後期課程の1年次または2年次に在
学し、次のすべてに該当する者。
●微生物病等に関する研究を行う者。
●本奨学金の支給期間中は、企業等との雇用関係を有さない（予
定）者。
●日本国籍を有する者。
●学業成績・人物ともに優秀であり、心身ともに健康で、受入先指
導教員の推薦を受けられる者。
●同年度における本奨学金への申請者が、同教室かつ同学年にお
いて1名以下である者※

※指導教員に推薦書の作成を依頼する際、必ず上記について伝えて
ください。

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
財団HPから提出

9月30日
（火）

24 黒木育英奨学金
年額48万円
2年間（大学3・4年次）

○

日本国籍を有する学部3年生のうち、下記要件をすべて満たす者
●両親または片親がいない世帯に属していること
●応募締切時点で年齢25歳以下であること
●経済的な理由により学費の支弁が困難であること
●就学状況及び生活状況について適時報告できること

学業成績・家計状況の目安がありますので財団HP奨学金サイトを確
認してください

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
財団へ直接郵送

9月30日
（火）必着

25
公益財団法人
帝人奨学会（博士課程）

月額：100,000円
2027年4月～正規の博士
課程修了月まで ○

医学
薬学
バイオ学
理学系
工学系
情報学系

医学・薬学・バイオ学系、理学系、工学系、情報学系に在籍してい
る学生で、次の条件に該当する者。
●2026年秋（9月、10月）または2027年4月に国内大学の博士課程に
進学することが決定している、または見込まれている大学院生（外
国人留学生も可）
※選考合格後、博士課程に進学されない場合は給付対象外となりま
す
※現在在学している大学から、他大学院へ進学する場合は原則とし
て、現在の大学から応募すること。
※経済的困窮度より、成績・研究に対する熱意や取組み内容を重視
した選考。

併用可

【応募書類】
財団HPを確認
(学生生活課窓口でも若干数用意
しています)

【提出先】
財団へメール提出

9月25日
（木）必着

26
渥美国際交流財団
2026年度渥美奨学生

月額：250,000円
1年間（2026年4月～
2027年3月 又は 2026年
9月～2027年8月）

○

下記要件をすべて満たす者
●博士後期課程に在籍し、2027年3月（秋入学は2027年9月）までに
博士号を取得する見込みのある者（博士号を取得するために、研究
員等として在籍する者も含む）。
●渥美奨学金受給期間中、所属する大学院研究科（研究室）と居住
地が、関東地方または近畿地方にある者
●国際理解と親善に関心を持ち、財団の交流活動に積極的に参加す
る意思のある者
●日本語が堪能な者（応募書類と面接は日本語のみ）。※日本人は
外国語能力が高いことが望ましいが、条件ではありません。
●渥美奨学金の受給期間に、正規の職（常勤職）に就いたり、ほか
の奨学金を受ける予定のない者。

※留学生可

月額10万円未満の
奨学金のみ併用可

【応募書類】
財団HPを確認

【提出先】
財団HPから提出

9月1日（月）
～9月20日
（木）

27
一般財団法人
田中孝典記念教育財団

年額48万円
2年間（学部3・4年次）

○ 理工系

日本国籍を有し、理工系学部に在籍する学部3回生のうち、下記要
件をすべて満たす者
●応募締切日時点で年齢25歳以下であること
●経済的な理由により学費の支弁が困難であること
●就学状況及び生活状況について適時報告できるもの

学業成績・家計状況の目安がありますので募集要項を確認してくだ
さい

併給可

【応募書類】
財団HPを確認

【提出先】
財団へ直接郵送

10月31日
（金）必着

28
一般財団法人
全国大学生協連奨学財団
大学生協学業継続奨学制度

12万円 ○ ○
●学部生または大学院生であり、扶養者が死亡したため学業継続が
経済的に著しく困難である者
※留学生は大学生協組合員に限ります

併用可

【応募書類】
財団HPを確認(学生生活課窓口で
も若干数用意しています)

【提出先】
財団へ直接郵送、または法人web
フォームで提出

随時受付
※ただし、扶
養者の死亡か
ら1年以内に
限る

29
公益財団法人大阪YWCA
3.11わいわいサポート奨学
金

10万円（１回） ○
東日本大
震災被災
地

●東日本大震災被災地で2011年3月11日以降に小学校、中学校、高
等学校のいずれかを卒業したもの
●2025年10月1日現在、大学に在学中の者
●公益財団法人大阪YWCAの理念や目的に賛同する者

―

【応募書類】
財団HPを確認

【提出先】
財団へ直接郵送、または財団web
フォーム・メールで申請

9月30日
（火）必着

【給付型奨学金（返還を要しないもの）】

　大学に募集案内があった奨学金について概要を掲載しています。詳しい内容を知りたい方は、募集要項をご確認ください。
　募集要項は、各団体のホームページ等に掲載されている他、学生生活課でも配付しています。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

応募書類
提出先

締切
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　大学に募集案内があった奨学金について概要を掲載しています。詳しい内容を知りたい方は、募集要項をご確認ください。
　募集要項は、各団体のホームページ等に掲載されている他、学生生活課でも配付しています。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

応募書類
提出先

締切

公益財団法人
交通遺児育英会

・月額4万円、5万円、6万
円から選択
（正規の最短修業年限）
　※うち2万円は給付

・入学一時金40万円、60
万円、80万円から選択（1
年生のみ）

○

保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害のた
め働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生（以下のすべてに該当
すること。）
●令和6年度に大学学部に在学している者
●応募時25歳以下の者
●日本国籍を有する者または永住者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

10月31日
（金）

公益財団法人
交通遺児育英会（大学院在
学）

月額5万円、8万円、10
万円から選択
（正規の最短修業年
限）
　※うち2万円は給付

○

保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害のた
め働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生（以下のすべてに該当
すること。）
●令和6年度に大学院に在学している者
●応募時25歳以下の者
●日本国籍を有する者または永住者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

10月31日
（金）

公益財団法人
交通遺児育英会（大学院予
約）

月額5万円、8万円、10
万円から選択
（正規の最短修業年
限）
　※うち2万円は給付

○

保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害のた
め働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生（以下のすべてに該当
すること。）
●令和7年4月に大学院に進学を希望している者
●応募時25歳以下の者
●日本国籍を有する者または永住者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

1次：8月31日
（日）
2次：令和7年
1月31日
（土）

7
公益財団法人
沖縄県国際交流・人材育成
財団

学部生
・自宅通学：月額4万5
千円
・自宅外通学：月額5万
円

大学院生
・博士前期：月額7万円
・博士後期：月額10万
円

令和7年4月～正規の修
業年限の終期まで

○ ○ 沖縄県

大学・大学院の正規生として在学する者のうち、下記要件をすべて
満たす者
●沖縄県内に住所を有する者の子弟（両親又はいずれかが沖縄県内
に住民登録していること）
●学業、人物ともに優秀と認められるもの、かつ学部生は経済的理
由により学資の支弁が困難と認められる者
●独立行政法人日本学生支援機構奨学金、地方公共団体若しくは民
間育成団体等から奨学金の貸与を受けていない者、かつ学部生は母
子及び父子並びに寡婦福祉法による就学資金の貸与を受けていない
者

給付型奨学金との
併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接持参又は郵送

9月1日（月）
～10月3日
（金）午後5
時15分（必
着）

※締切が過ぎているものについては、削除していますのでご了承ください。

4

【貸与型奨学金（返還を要するもの）】


